
商 号 北沢産業株式会社
本社所在地 〒150-0011 東京都渋谷区東二丁目23番10号

電話（03）5485-5111（代表）
http://www.kitazawasangyo.co.jp

資 本 金 32億3,554万6,415円
従 業 員 509名（連結）
事 業 内 容 （1）揚物調理機の製造ならびに販売

（2）厨房器具の製造ならびに販売および厨房設備の工事請負
（3）調理機械器具の製造ならびに販売
（4）冷凍ケース･冷蔵庫および保温ケースの製造ならびに販売
（5）プロパンガスおよびその他燃料の販売
（6）生鮮および加工食品の販売
（7）油脂および洗剤の製造ならびに販売
（8）製缶および板金加工請負･左記を主体とする製品の販売
（9）不動産の賃貸
（10）科学器機の製造ならびに販売
（11）レジャー用品の製造ならびに販売
（12）家具の販売
（13）内装仕上げ工事の設計、施工請負および監理
（14）前各号に附帯する一切の業務

発行可能株式総数 72,000,000株
発行済株式の総数 23,818,257株
株主数 4,605名
大株主

株　　　主　　　名 持株数（株） 持株比率（％）
北沢持株会 1,515,650 8.15
北沢産業従業員持株会 997,760 5.37
株式会社北陸銀行 921,000 4.95
福島工業株式会社 778,000 4.18
株式会社インテリックス 370,000 1.99
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 356,200 1.92
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口5） 316,900 1.70
株式会社コメットカトウ 272,600 1.47
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口1） 261,900 1.41
THE BANK OF NEW YORK MELLON 140040 253,000 1.36

（注） 持株比率は自己株式5,227,411株を控除して計算しております。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
基 準 日 3月31日
中 間 配 当 基 準 日 9月30日
公 告 方 法 電子公告により行います。

ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公
告による公告をすることができない場合は、日本経済
新聞に掲載いたします。
ホームページアドレス
http://www.kitazawasangyo.co.jp

株 主 名 簿 管 理 人 東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号
日本証券代行株式会社

同 事 務 取 扱 場 所 東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号
日本証券代行株式会社　本店

郵便物送付先（お 問 合 せ 先） 〒168-8620
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
日本証券代行株式会社　代理人部
電話　0120-707-843（フリーダイヤル）

各種手続きのお申し出先
・未払配当金のお支払いについては、株主名簿管理人にお申し出ください。
・住所変更、単元未満株式の買取・買増、配当金受取方法の指定等
　　証券会社をご利用の株主様は、お取引の証券会社へお申し出ください。
　　 証券会社をご利用でない株主様は、特別口座の口座管理機関である日本

証券代行株式会社へお申し出ください。

特別口座でのお手続き用紙のご請求はインターネットでも受け付けい
たしております。
ホームページアドレス　https://www.jsa-hp.co.jp/name/index.html

（一部の用紙は、お手持ちのプリンターで印刷できます。）

平成30年4月1日～平成30年9月30日

第72期　中 間 報 告 書

新しいキッチン環境を創造する。

当第2四半期連結業績会社概要（平成30年9月30日現在） 株主メモ

株式の状況（平成30年9月30日現在）
当社ホームページのご案内

下記アドレスにアクセスいただくことによ
り、当社の会社情報や商品情報、IR情報など
をご覧いただくことができます。分かりやす
く、迅速に情報をご提供してまいります。
▶▶▶http://www.kitazawasangyo.co.jp

北沢産業 検 索

売上高

8,573百万円

営業利益

185百万円

経常利益

214百万円

親会社株主に帰属する四半期純利益

118百万円

1株当たり四半期純利益

6円40銭

取締役および監査役（平成30年9月30日現在）
代表取締役社長 尾 崎 光 行
常 務 取 締 役 酒　井　保太郎
取　　締　　役 石 塚 　 洋
取　　締　　役 小 山 栄 樹
取　　締　　役 北 川 正 樹
取　　締　　役 神 田 浩 徳
社 外 取 締 役 青　木　茂　男
社 外 取 締 役 河　上　敏　嗣

常 勤 監 査 役 杉 浦 英 助
社 外 監 査 役 藤 森 一 喜
社 外 監 査 役 井 上 晴 孝
社 外 監 査 役 納　谷　全一郎
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科　目 当第2四半期
（平成30年4月  1日から

平成30年9月30日まで）
前第2四半期

（平成29年4月  1日から
平成29年9月30日まで）

売上高 8,573,808 8,702,073

売上原価 6,479,722 6,547,785

売上総利益 2,094,086 2,154,287

販売費及び一般管理費 1,908,294 1,897,859

営業利益 185,791 256,427

営業外収益 34,140 46,926

営業外費用 5,628 14,244

経常利益 214,303 289,110

特別利益 49,578 174,472

特別損失 34,438 193

税金等調整前四半期純利益 229,443 463,389

法人税、住民税及び事業税 103,800 157,486

法人税等調整額 6,689 31,914

四半期純利益 118,953 273,989

親会社株主に帰属する四半期純利益 118,953 273,989

　株主の皆様におかれましては、
平素より格別のご支援を賜り、心
より厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第72期第2四半期決
算にあたり営業の概況と決算につ
きましてご報告申しあげます。
　当第2四半期におけるわが国経
済は、企業収益や雇用環境の改善
が続くなど、引き続き緩やかな景
気回復基調にありましたが、家計
の節約志向は根強く続いており依
然として不安定な要素を抱えたま
ま推移いたしました。
　当社グループの主要取引先であ
る外食・中食産業におきましても、原材料価格の上昇や人手不
足による人件費の高騰、人口減少による市場規模の縮小など厳
しい環境が続いております。
　このような状況の中で、当社グループの当第2四半期の売上
高は85億73百万円（前年同第2四半期は87億2百万円の売上
高）となりました。利益面におきましては、営業利益は1億85
百万円（前年同第2四半期は2億56百万円の営業利益）、経常
利益は2億14百万円（前年同第2四半期は2億89百万円の経常
利益）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1億18百万円（前
年同第2四半期は2億73百万円の親会社株主に帰属する四半期
純利益）となりました。
　今後のわが国経済は、雇用・所得環境の改善、設備投資の増
加など緩やかな回復基調ではありますが、企業の人手不足や人
件費・原油価格の上昇、国際情勢等の不安感があり、依然とし
て先行き不透明な状況です。
　このような状況の中、当社グループといたしましては、既存
取引先との更なる信頼関係を築きつつ、新規顧客への積極的な
営業、市場の拡大が想定される病院・福祉施設への営業や食品
加工場への営業、同業他社との差別化を図った高付加価値商品
の販売推進、消耗品・保守・修理等のアフターサービスの更な
る充実、原価管理の徹底による収益性の向上など、積極的に事
業を展開していく所存であります。お客様の声に真摯に耳を傾
け、顧客サービスの向上・利益率の向上・利益の確保を目指し
てまいります。
　以上の内容を踏まえ、通期の連結業績は売上高178億40百
万円、営業利益4億85百万円、経常利益5億25百万円、親会社
株主に帰属する当期純利益2億85百万円を予想しております。
　また当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課
題の一つと考えており、安定的な配当の継続を維持しつつ、業
績に応じ積極的に株主の皆様に還元していくことを基本方針と
いたしております。しかしながら、当第2四半期決算の業績お
よび通期業績予想などを総合的に勘案し、誠に遺憾ではござい
ますが中間配当を見送らせていただき、期末配当金予想額を1
株当たり5円とし、年間配当金につきましても、1株当たり5円
とさせていただく予定であります。
　今後とも株主の皆様の変わらぬご支援、ご鞭撻を賜りますよ
う謹んでお願い申しあげます。

平成30年12月

科　目 当第2四半期
平成30年9月30日現在

前　期
平成30年3月31日現在

資 産 の 部

流動資産 9,038,139 9,667,475

固定資産 8,096,428 8,127,389

有形固定資産 5,170,592 5,298,733

無形固定資産 78,340 77,487

投資その他の資産 2,847,495 2,751,169

資産合計 17,134,568 17,794,865

負 債 の 部

流動負債 6,577,994 7,326,630

固定負債 1,284,669 1,280,401

負債合計 7,862,663 8,607,031

純 資 産 の 部

株主資本 8,194,823 8,168,845

資本金 3,235,546 3,235,546

資本剰余金 2,965,130 2,965,130

利益剰余金 2,936,405 2,910,406

自己株式 △ 942,259 △ 942,238

その他の包括利益累計額 1,077,080 1,018,988

その他有価証券評価差額金 1,080,937 1,025,019

退職給付に係る調整累計額 △ 3,857 △ 6,031

純資産合計 9,271,904 9,187,833

負債純資産合計 17,134,568 17,794,865

■　四半期連結貸借対照表（要旨） （単位：千円）

科　目 当第2四半期
（平成30年4月  1日から

平成30年9月30日まで）
前第2四半期

（平成29年4月  1日から
平成29年9月30日まで）

営業活動によるキャッシュ･フロー 553,059 186,461

投資活動によるキャッシュ･フロー △ 23,756 119,709

財務活動によるキャッシュ･フロー △ 92,975 △ 92,973

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,515,832 4,539,984

■　四半期連結損益計算書（要旨） （単位：千円）

■　四半期連結キャッシュ ･ フロー計算書（要旨） （単位：千円）

品群別販売実績（平成30年4月1日～平成30年9月30日） 四半期連結財務諸表

トピックス

株主の皆様へ

↑グラフ・影
　50％に縮小

プレパレーションライン
（流し台、作業台、野菜調理機等）
672百万円  7.8%

不動産営業収入
（賃貸収入）
170百万円  2.0%

その他の売上
（搬入、工事、修理等）
1,836百万円  21.4%

ベーカーズライン
（スーパーオーブン、
ホイロ、ケーキミキサー等）
375百万円  4.4% サービスライン

（コーヒーマシン、シェルビング等）
441百万円  5.1%

サニタリーライン
（食器洗浄機、食器消毒保管庫、
包丁・マナ板殺菌庫等）
639百万円 7.5%

北海道ブロック
百万円  %

マスフーズライン
（自動フライヤー、
自動炊飯ライン等）
305百万円  3.6%

その他の商品
1,252百万円  14.6%

コールドフーズライン
（冷凍冷蔵庫、コールド
テーブル、製氷機等）
1,607百万円  18.7%

ホットフーズライン
（フライヤー、ガスレンジ、
ガステーブル等）
1,276百万円  14.9%

東北ブロック
百万円  %

関東ブロック
百万円  %

中部ブロック
百万円  %

（注）不動産営業収入は含めておりません。
本社営業部は関東ブロックに含んでおります。

（連結）

（連結）

北陸ブロック
百万円  %

近畿ブロック
百万円  %

中国ブロック
百万円  %

四国ブロック
百万円  %

九州ブロック
百万円  %

FOOMA JAPAN 2018（国際食品工業展）
アジア最大級の食の技術の

総合トレードショー「FOOMA 
JAPAN（国際食品工業展）」
に本年も出店いたしました。
東京ビッグサイトにて2018
年6月12日（火）～15日（金）
に開催され、盛況のうちに終
了いたしました。（総来場者
数は100,210名）

フードシステムソリューション2018
国内最大級の学校給食・病院・

福祉施設の食をテーマにした専門
展「フードシステムソリューショ
ン」に本年も出店いたしました。
東京ビッグサイトにて2018年9
月26日（水）～ 28日（金）に開催
され、盛況のうちに終了しました。

（総来場者数は76,239名）

代表取締役社長　尾 崎  光 行

（注）  「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用に伴い、前期連結貸借対
照表について組替後の数値を記載しております。
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科　目 当第2四半期
（平成30年4月  1日から

平成30年9月30日まで）
前第2四半期

（平成29年4月  1日から
平成29年9月30日まで）

売上高 8,573,808 8,702,073

売上原価 6,479,722 6,547,785

売上総利益 2,094,086 2,154,287

販売費及び一般管理費 1,908,294 1,897,859

営業利益 185,791 256,427

営業外収益 34,140 46,926

営業外費用 5,628 14,244

経常利益 214,303 289,110

特別利益 49,578 174,472

特別損失 34,438 193

税金等調整前四半期純利益 229,443 463,389

法人税、住民税及び事業税 103,800 157,486

法人税等調整額 6,689 31,914

四半期純利益 118,953 273,989

親会社株主に帰属する四半期純利益 118,953 273,989

　株主の皆様におかれましては、
平素より格別のご支援を賜り、心
より厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第72期第2四半期決
算にあたり営業の概況と決算につ
きましてご報告申しあげます。
　当第2四半期におけるわが国経
済は、企業収益や雇用環境の改善
が続くなど、引き続き緩やかな景
気回復基調にありましたが、家計
の節約志向は根強く続いており依
然として不安定な要素を抱えたま
ま推移いたしました。
　当社グループの主要取引先であ
る外食・中食産業におきましても、原材料価格の上昇や人手不
足による人件費の高騰、人口減少による市場規模の縮小など厳
しい環境が続いております。
　このような状況の中で、当社グループの当第2四半期の売上
高は85億73百万円（前年同第2四半期は87億2百万円の売上
高）となりました。利益面におきましては、営業利益は1億85
百万円（前年同第2四半期は2億56百万円の営業利益）、経常
利益は2億14百万円（前年同第2四半期は2億89百万円の経常
利益）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1億18百万円（前
年同第2四半期は2億73百万円の親会社株主に帰属する四半期
純利益）となりました。
　今後のわが国経済は、雇用・所得環境の改善、設備投資の増
加など緩やかな回復基調ではありますが、企業の人手不足や人
件費・原油価格の上昇、国際情勢等の不安感があり、依然とし
て先行き不透明な状況です。
　このような状況の中、当社グループといたしましては、既存
取引先との更なる信頼関係を築きつつ、新規顧客への積極的な
営業、市場の拡大が想定される病院・福祉施設への営業や食品
加工場への営業、同業他社との差別化を図った高付加価値商品
の販売推進、消耗品・保守・修理等のアフターサービスの更な
る充実、原価管理の徹底による収益性の向上など、積極的に事
業を展開していく所存であります。お客様の声に真摯に耳を傾
け、顧客サービスの向上・利益率の向上・利益の確保を目指し
てまいります。
　以上の内容を踏まえ、通期の連結業績は売上高178億40百
万円、営業利益4億85百万円、経常利益5億25百万円、親会社
株主に帰属する当期純利益2億85百万円を予想しております。
　また当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課
題の一つと考えており、安定的な配当の継続を維持しつつ、業
績に応じ積極的に株主の皆様に還元していくことを基本方針と
いたしております。しかしながら、当第2四半期決算の業績お
よび通期業績予想などを総合的に勘案し、誠に遺憾ではござい
ますが中間配当を見送らせていただき、期末配当金予想額を1
株当たり5円とし、年間配当金につきましても、1株当たり5円
とさせていただく予定であります。
　今後とも株主の皆様の変わらぬご支援、ご鞭撻を賜りますよ
う謹んでお願い申しあげます。

平成30年12月

科　目 当第2四半期
平成30年9月30日現在

前　期
平成30年3月31日現在

資 産 の 部

流動資産 9,038,139 9,667,475

固定資産 8,096,428 8,127,389

有形固定資産 5,170,592 5,298,733

無形固定資産 78,340 77,487

投資その他の資産 2,847,495 2,751,169

資産合計 17,134,568 17,794,865

負 債 の 部

流動負債 6,577,994 7,326,630

固定負債 1,284,669 1,280,401

負債合計 7,862,663 8,607,031

純 資 産 の 部

株主資本 8,194,823 8,168,845

資本金 3,235,546 3,235,546

資本剰余金 2,965,130 2,965,130

利益剰余金 2,936,405 2,910,406

自己株式 △ 942,259 △ 942,238

その他の包括利益累計額 1,077,080 1,018,988

その他有価証券評価差額金 1,080,937 1,025,019

退職給付に係る調整累計額 △ 3,857 △ 6,031

純資産合計 9,271,904 9,187,833

負債純資産合計 17,134,568 17,794,865

■　四半期連結貸借対照表（要旨） （単位：千円）

科　目 当第2四半期
（平成30年4月  1日から

平成30年9月30日まで）
前第2四半期

（平成29年4月  1日から
平成29年9月30日まで）

営業活動によるキャッシュ･フロー 553,059 186,461

投資活動によるキャッシュ･フロー △ 23,756 119,709

財務活動によるキャッシュ･フロー △ 92,975 △ 92,973

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,515,832 4,539,984

■　四半期連結損益計算書（要旨） （単位：千円）

■　四半期連結キャッシュ ･ フロー計算書（要旨） （単位：千円）

品群別販売実績（平成30年4月1日～平成30年9月30日） 四半期連結財務諸表

トピックス

株主の皆様へ

↑グラフ・影
　50％に縮小

プレパレーションライン
（流し台、作業台、野菜調理機等）
672百万円  7.8%

不動産営業収入
（賃貸収入）
170百万円  2.0%

その他の売上
（搬入、工事、修理等）
1,836百万円  21.4%

ベーカーズライン
（スーパーオーブン、
ホイロ、ケーキミキサー等）
375百万円  4.4% サービスライン

（コーヒーマシン、シェルビング等）
441百万円  5.1%

サニタリーライン
（食器洗浄機、食器消毒保管庫、
包丁・マナ板殺菌庫等）
639百万円 7.5%

北海道ブロック
百万円  %

マスフーズライン
（自動フライヤー、
自動炊飯ライン等）
305百万円  3.6%

その他の商品
1,252百万円  14.6%

コールドフーズライン
（冷凍冷蔵庫、コールド
テーブル、製氷機等）
1,607百万円  18.7%

ホットフーズライン
（フライヤー、ガスレンジ、
ガステーブル等）
1,276百万円  14.9%

東北ブロック
百万円  %

関東ブロック
百万円  %

中部ブロック
百万円  %

（注）不動産営業収入は含めておりません。
本社営業部は関東ブロックに含んでおります。

（連結）

（連結）

北陸ブロック
百万円  %

近畿ブロック
百万円  %

中国ブロック
百万円  %

四国ブロック
百万円  %

九州ブロック
百万円  %

FOOMA JAPAN 2018（国際食品工業展）
アジア最大級の食の技術の

総合トレードショー「FOOMA 
JAPAN（国際食品工業展）」
に本年も出店いたしました。
東京ビッグサイトにて2018
年6月12日（火）～15日（金）
に開催され、盛況のうちに終
了いたしました。（総来場者
数は100,210名）

フードシステムソリューション2018
国内最大級の学校給食・病院・

福祉施設の食をテーマにした専門
展「フードシステムソリューショ
ン」に本年も出店いたしました。
東京ビッグサイトにて2018年9
月26日（水）～ 28日（金）に開催
され、盛況のうちに終了しました。

（総来場者数は76,239名）

代表取締役社長　尾 崎  光 行

（注）  「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用に伴い、前期連結貸借対
照表について組替後の数値を記載しております。
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科　目 当第2四半期
（平成30年4月  1日から

平成30年9月30日まで）
前第2四半期

（平成29年4月  1日から
平成29年9月30日まで）

売上高 8,573,808 8,702,073

売上原価 6,479,722 6,547,785

売上総利益 2,094,086 2,154,287

販売費及び一般管理費 1,908,294 1,897,859

営業利益 185,791 256,427

営業外収益 34,140 46,926

営業外費用 5,628 14,244

経常利益 214,303 289,110

特別利益 49,578 174,472

特別損失 34,438 193

税金等調整前四半期純利益 229,443 463,389

法人税、住民税及び事業税 103,800 157,486

法人税等調整額 6,689 31,914

四半期純利益 118,953 273,989

親会社株主に帰属する四半期純利益 118,953 273,989

　株主の皆様におかれましては、
平素より格別のご支援を賜り、心
より厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第72期第2四半期決
算にあたり営業の概況と決算につ
きましてご報告申しあげます。
　当第2四半期におけるわが国経
済は、企業収益や雇用環境の改善
が続くなど、引き続き緩やかな景
気回復基調にありましたが、家計
の節約志向は根強く続いており依
然として不安定な要素を抱えたま
ま推移いたしました。
　当社グループの主要取引先であ
る外食・中食産業におきましても、原材料価格の上昇や人手不
足による人件費の高騰、人口減少による市場規模の縮小など厳
しい環境が続いております。
　このような状況の中で、当社グループの当第2四半期の売上
高は85億73百万円（前年同第2四半期は87億2百万円の売上
高）となりました。利益面におきましては、営業利益は1億85
百万円（前年同第2四半期は2億56百万円の営業利益）、経常
利益は2億14百万円（前年同第2四半期は2億89百万円の経常
利益）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1億18百万円（前
年同第2四半期は2億73百万円の親会社株主に帰属する四半期
純利益）となりました。
　今後のわが国経済は、雇用・所得環境の改善、設備投資の増
加など緩やかな回復基調ではありますが、企業の人手不足や人
件費・原油価格の上昇、国際情勢等の不安感があり、依然とし
て先行き不透明な状況です。
　このような状況の中、当社グループといたしましては、既存
取引先との更なる信頼関係を築きつつ、新規顧客への積極的な
営業、市場の拡大が想定される病院・福祉施設への営業や食品
加工場への営業、同業他社との差別化を図った高付加価値商品
の販売推進、消耗品・保守・修理等のアフターサービスの更な
る充実、原価管理の徹底による収益性の向上など、積極的に事
業を展開していく所存であります。お客様の声に真摯に耳を傾
け、顧客サービスの向上・利益率の向上・利益の確保を目指し
てまいります。
　以上の内容を踏まえ、通期の連結業績は売上高178億40百
万円、営業利益4億85百万円、経常利益5億25百万円、親会社
株主に帰属する当期純利益2億85百万円を予想しております。
　また当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課
題の一つと考えており、安定的な配当の継続を維持しつつ、業
績に応じ積極的に株主の皆様に還元していくことを基本方針と
いたしております。しかしながら、当第2四半期決算の業績お
よび通期業績予想などを総合的に勘案し、誠に遺憾ではござい
ますが中間配当を見送らせていただき、期末配当金予想額を1
株当たり5円とし、年間配当金につきましても、1株当たり5円
とさせていただく予定であります。
　今後とも株主の皆様の変わらぬご支援、ご鞭撻を賜りますよ
う謹んでお願い申しあげます。

平成30年12月

科　目 当第2四半期
平成30年9月30日現在

前　期
平成30年3月31日現在

資 産 の 部

流動資産 9,038,139 9,667,475

固定資産 8,096,428 8,127,389

有形固定資産 5,170,592 5,298,733

無形固定資産 78,340 77,487

投資その他の資産 2,847,495 2,751,169

資産合計 17,134,568 17,794,865

負 債 の 部

流動負債 6,577,994 7,326,630

固定負債 1,284,669 1,280,401

負債合計 7,862,663 8,607,031

純 資 産 の 部

株主資本 8,194,823 8,168,845

資本金 3,235,546 3,235,546

資本剰余金 2,965,130 2,965,130

利益剰余金 2,936,405 2,910,406

自己株式 △ 942,259 △ 942,238

その他の包括利益累計額 1,077,080 1,018,988

その他有価証券評価差額金 1,080,937 1,025,019

退職給付に係る調整累計額 △ 3,857 △ 6,031

純資産合計 9,271,904 9,187,833

負債純資産合計 17,134,568 17,794,865

■　四半期連結貸借対照表（要旨） （単位：千円）

科　目 当第2四半期
（平成30年4月  1日から

平成30年9月30日まで）
前第2四半期

（平成29年4月  1日から
平成29年9月30日まで）

営業活動によるキャッシュ･フロー 553,059 186,461

投資活動によるキャッシュ･フロー △ 23,756 119,709

財務活動によるキャッシュ･フロー △ 92,975 △ 92,973

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,515,832 4,539,984

■　四半期連結損益計算書（要旨） （単位：千円）

■　四半期連結キャッシュ ･ フロー計算書（要旨） （単位：千円）

品群別販売実績（平成30年4月1日～平成30年9月30日） 四半期連結財務諸表

トピックス

株主の皆様へ

↑グラフ・影
　50％に縮小

プレパレーションライン
（流し台、作業台、野菜調理機等）
672百万円  7.8%

不動産営業収入
（賃貸収入）
170百万円  2.0%

その他の売上
（搬入、工事、修理等）
1,836百万円  21.4%

ベーカーズライン
（スーパーオーブン、
ホイロ、ケーキミキサー等）
375百万円  4.4% サービスライン

（コーヒーマシン、シェルビング等）
441百万円  5.1%

サニタリーライン
（食器洗浄機、食器消毒保管庫、
包丁・マナ板殺菌庫等）
639百万円 7.5%

北海道ブロック
百万円  %

マスフーズライン
（自動フライヤー、
自動炊飯ライン等）
305百万円  3.6%

その他の商品
1,252百万円  14.6%

コールドフーズライン
（冷凍冷蔵庫、コールド
テーブル、製氷機等）
1,607百万円  18.7%

ホットフーズライン
（フライヤー、ガスレンジ、
ガステーブル等）
1,276百万円  14.9%

東北ブロック
百万円  %

関東ブロック
百万円  %

中部ブロック
百万円  %

（注）不動産営業収入は含めておりません。
本社営業部は関東ブロックに含んでおります。

（連結）

（連結）

北陸ブロック
百万円  %

近畿ブロック
百万円  %

中国ブロック
百万円  %

四国ブロック
百万円  %

九州ブロック
百万円  %

FOOMA JAPAN 2018（国際食品工業展）
アジア最大級の食の技術の

総合トレードショー「FOOMA 
JAPAN（国際食品工業展）」
に本年も出店いたしました。
東京ビッグサイトにて2018
年6月12日（火）～15日（金）
に開催され、盛況のうちに終
了いたしました。（総来場者
数は100,210名）

フードシステムソリューション2018
国内最大級の学校給食・病院・

福祉施設の食をテーマにした専門
展「フードシステムソリューショ
ン」に本年も出店いたしました。
東京ビッグサイトにて2018年9
月26日（水）～ 28日（金）に開催
され、盛況のうちに終了しました。

（総来場者数は76,239名）

代表取締役社長　尾 崎  光 行

（注）  「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用に伴い、前期連結貸借対
照表について組替後の数値を記載しております。

010_0148401603012.indd   5-8 2018/11/14   20:13:05

科　目 当第2四半期
（平成30年4月  1日から

平成30年9月30日まで）
前第2四半期

（平成29年4月  1日から
平成29年9月30日まで）

売上高 8,573,808 8,702,073

売上原価 6,479,722 6,547,785

売上総利益 2,094,086 2,154,287

販売費及び一般管理費 1,908,294 1,897,859

営業利益 185,791 256,427

営業外収益 34,140 46,926

営業外費用 5,628 14,244

経常利益 214,303 289,110

特別利益 49,578 174,472

特別損失 34,438 193

税金等調整前四半期純利益 229,443 463,389

法人税、住民税及び事業税 103,800 157,486

法人税等調整額 6,689 31,914

四半期純利益 118,953 273,989

親会社株主に帰属する四半期純利益 118,953 273,989

　株主の皆様におかれましては、
平素より格別のご支援を賜り、心
より厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第72期第2四半期決
算にあたり営業の概況と決算につ
きましてご報告申しあげます。
　当第2四半期におけるわが国経
済は、企業収益や雇用環境の改善
が続くなど、引き続き緩やかな景
気回復基調にありましたが、家計
の節約志向は根強く続いており依
然として不安定な要素を抱えたま
ま推移いたしました。
　当社グループの主要取引先であ
る外食・中食産業におきましても、原材料価格の上昇や人手不
足による人件費の高騰、人口減少による市場規模の縮小など厳
しい環境が続いております。
　このような状況の中で、当社グループの当第2四半期の売上
高は85億73百万円（前年同第2四半期は87億2百万円の売上
高）となりました。利益面におきましては、営業利益は1億85
百万円（前年同第2四半期は2億56百万円の営業利益）、経常
利益は2億14百万円（前年同第2四半期は2億89百万円の経常
利益）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1億18百万円（前
年同第2四半期は2億73百万円の親会社株主に帰属する四半期
純利益）となりました。
　今後のわが国経済は、雇用・所得環境の改善、設備投資の増
加など緩やかな回復基調ではありますが、企業の人手不足や人
件費・原油価格の上昇、国際情勢等の不安感があり、依然とし
て先行き不透明な状況です。
　このような状況の中、当社グループといたしましては、既存
取引先との更なる信頼関係を築きつつ、新規顧客への積極的な
営業、市場の拡大が想定される病院・福祉施設への営業や食品
加工場への営業、同業他社との差別化を図った高付加価値商品
の販売推進、消耗品・保守・修理等のアフターサービスの更な
る充実、原価管理の徹底による収益性の向上など、積極的に事
業を展開していく所存であります。お客様の声に真摯に耳を傾
け、顧客サービスの向上・利益率の向上・利益の確保を目指し
てまいります。
　以上の内容を踏まえ、通期の連結業績は売上高178億40百
万円、営業利益4億85百万円、経常利益5億25百万円、親会社
株主に帰属する当期純利益2億85百万円を予想しております。
　また当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課
題の一つと考えており、安定的な配当の継続を維持しつつ、業
績に応じ積極的に株主の皆様に還元していくことを基本方針と
いたしております。しかしながら、当第2四半期決算の業績お
よび通期業績予想などを総合的に勘案し、誠に遺憾ではござい
ますが中間配当を見送らせていただき、期末配当金予想額を1
株当たり5円とし、年間配当金につきましても、1株当たり5円
とさせていただく予定であります。
　今後とも株主の皆様の変わらぬご支援、ご鞭撻を賜りますよ
う謹んでお願い申しあげます。

平成30年12月

科　目 当第2四半期
平成30年9月30日現在

前　期
平成30年3月31日現在

資 産 の 部

流動資産 9,038,139 9,667,475

固定資産 8,096,428 8,127,389

有形固定資産 5,170,592 5,298,733

無形固定資産 78,340 77,487

投資その他の資産 2,847,495 2,751,169

資産合計 17,134,568 17,794,865

負 債 の 部

流動負債 6,577,994 7,326,630

固定負債 1,284,669 1,280,401

負債合計 7,862,663 8,607,031

純 資 産 の 部

株主資本 8,194,823 8,168,845

資本金 3,235,546 3,235,546

資本剰余金 2,965,130 2,965,130

利益剰余金 2,936,405 2,910,406

自己株式 △ 942,259 △ 942,238

その他の包括利益累計額 1,077,080 1,018,988

その他有価証券評価差額金 1,080,937 1,025,019

退職給付に係る調整累計額 △ 3,857 △ 6,031

純資産合計 9,271,904 9,187,833

負債純資産合計 17,134,568 17,794,865

■　四半期連結貸借対照表（要旨） （単位：千円）

科　目 当第2四半期
（平成30年4月  1日から

平成30年9月30日まで）
前第2四半期

（平成29年4月  1日から
平成29年9月30日まで）

営業活動によるキャッシュ･フロー 553,059 186,461

投資活動によるキャッシュ･フロー △ 23,756 119,709

財務活動によるキャッシュ･フロー △ 92,975 △ 92,973

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,515,832 4,539,984

■　四半期連結損益計算書（要旨） （単位：千円）

■　四半期連結キャッシュ ･ フロー計算書（要旨） （単位：千円）

品群別販売実績（平成30年4月1日～平成30年9月30日） 四半期連結財務諸表

トピックス

株主の皆様へ

↑グラフ・影
　50％に縮小

プレパレーションライン
（流し台、作業台、野菜調理機等）
672百万円  7.8%

不動産営業収入
（賃貸収入）
170百万円  2.0%

その他の売上
（搬入、工事、修理等）
1,836百万円  21.4%

ベーカーズライン
（スーパーオーブン、
ホイロ、ケーキミキサー等）
375百万円  4.4% サービスライン

（コーヒーマシン、シェルビング等）
441百万円  5.1%

サニタリーライン
（食器洗浄機、食器消毒保管庫、
包丁・マナ板殺菌庫等）
639百万円 7.5%

北海道ブロック
百万円  %

マスフーズライン
（自動フライヤー、
自動炊飯ライン等）
305百万円  3.6%

その他の商品
1,252百万円  14.6%

コールドフーズライン
（冷凍冷蔵庫、コールド
テーブル、製氷機等）
1,607百万円  18.7%

ホットフーズライン
（フライヤー、ガスレンジ、
ガステーブル等）
1,276百万円  14.9%

東北ブロック
百万円  %

関東ブロック
百万円  %

中部ブロック
百万円  %

（注）不動産営業収入は含めておりません。
本社営業部は関東ブロックに含んでおります。

（連結）

（連結）

北陸ブロック
百万円  %

近畿ブロック
百万円  %

中国ブロック
百万円  %

四国ブロック
百万円  %

九州ブロック
百万円  %

FOOMA JAPAN 2018（国際食品工業展）
アジア最大級の食の技術の

総合トレードショー「FOOMA 
JAPAN（国際食品工業展）」
に本年も出店いたしました。
東京ビッグサイトにて2018
年6月12日（火）～15日（金）
に開催され、盛況のうちに終
了いたしました。（総来場者
数は100,210名）

フードシステムソリューション2018
国内最大級の学校給食・病院・

福祉施設の食をテーマにした専門
展「フードシステムソリューショ
ン」に本年も出店いたしました。
東京ビッグサイトにて2018年9
月26日（水）～ 28日（金）に開催
され、盛況のうちに終了しました。

（総来場者数は76,239名）

代表取締役社長　尾 崎  光 行

（注）  「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用に伴い、前期連結貸借対
照表について組替後の数値を記載しております。
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商 号 北沢産業株式会社
本社所在地 〒150-0011 東京都渋谷区東二丁目23番10号

電話（03）5485-5111（代表）
http://www.kitazawasangyo.co.jp

資 本 金 32億3,554万6,415円
従 業 員 509名（連結）
事 業 内 容 （1）揚物調理機の製造ならびに販売

（2）厨房器具の製造ならびに販売および厨房設備の工事請負
（3）調理機械器具の製造ならびに販売
（4）冷凍ケース･冷蔵庫および保温ケースの製造ならびに販売
（5）プロパンガスおよびその他燃料の販売
（6）生鮮および加工食品の販売
（7）油脂および洗剤の製造ならびに販売
（8）製缶および板金加工請負･左記を主体とする製品の販売
（9）不動産の賃貸
（10）科学器機の製造ならびに販売
（11）レジャー用品の製造ならびに販売
（12）家具の販売
（13）内装仕上げ工事の設計、施工請負および監理
（14）前各号に附帯する一切の業務

発行可能株式総数 72,000,000株
発行済株式の総数 23,818,257株
株主数 4,605名
大株主

株　　　主　　　名 持株数（株） 持株比率（％）
北沢持株会 1,515,650 8.15
北沢産業従業員持株会 997,760 5.37
株式会社北陸銀行 921,000 4.95
福島工業株式会社 778,000 4.18
株式会社インテリックス 370,000 1.99
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 356,200 1.92
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口5） 316,900 1.70
株式会社コメットカトウ 272,600 1.47
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口1） 261,900 1.41
THE BANK OF NEW YORK MELLON 140040 253,000 1.36

（注） 持株比率は自己株式5,227,411株を控除して計算しております。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
基 準 日 3月31日
中 間 配 当 基 準 日 9月30日
公 告 方 法 電子公告により行います。

ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公
告による公告をすることができない場合は、日本経済
新聞に掲載いたします。
ホームページアドレス
http://www.kitazawasangyo.co.jp

株 主 名 簿 管 理 人 東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号
日本証券代行株式会社

同 事 務 取 扱 場 所 東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号
日本証券代行株式会社　本店

郵便物送付先（お 問 合 せ 先） 〒168-8620
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
日本証券代行株式会社　代理人部
電話　0120-707-843（フリーダイヤル）

各種手続きのお申し出先
・未払配当金のお支払いについては、株主名簿管理人にお申し出ください。
・住所変更、単元未満株式の買取・買増、配当金受取方法の指定等
　　証券会社をご利用の株主様は、お取引の証券会社へお申し出ください。
　　 証券会社をご利用でない株主様は、特別口座の口座管理機関である日本

証券代行株式会社へお申し出ください。

特別口座でのお手続き用紙のご請求はインターネットでも受け付けい
たしております。
ホームページアドレス　https://www.jsa-hp.co.jp/name/index.html

（一部の用紙は、お手持ちのプリンターで印刷できます。）

平成30年4月1日～平成30年9月30日

第72期　中 間 報 告 書

新しいキッチン環境を創造する。

当第2四半期連結業績会社概要（平成30年9月30日現在） 株主メモ

株式の状況（平成30年9月30日現在）
当社ホームページのご案内

下記アドレスにアクセスいただくことによ
り、当社の会社情報や商品情報、IR情報など
をご覧いただくことができます。分かりやす
く、迅速に情報をご提供してまいります。
▶▶▶http://www.kitazawasangyo.co.jp

北沢産業 検 索

売上高

8,573百万円

営業利益

185百万円

経常利益

214百万円

親会社株主に帰属する四半期純利益

118百万円

1株当たり四半期純利益

6円40銭

取締役および監査役（平成30年9月30日現在）
代表取締役社長 尾 崎 光 行
常 務 取 締 役 酒　井　保太郎
取　　締　　役 石 塚 　 洋
取　　締　　役 小 山 栄 樹
取　　締　　役 北 川 正 樹
取　　締　　役 神 田 浩 徳
社 外 取 締 役 青　木　茂　男
社 外 取 締 役 河　上　敏　嗣

常 勤 監 査 役 杉 浦 英 助
社 外 監 査 役 藤 森 一 喜
社 外 監 査 役 井 上 晴 孝
社 外 監 査 役 納　谷　全一郎
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